
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 胆沢郡金ケ崎町永沢北清水５９－６ 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 23 社（原木供給／3 社、製材／1 社、建材流通／3 社、プレカ
ット／1社、設計／1社、施工／6社、その他／８社） 価格帯 1,500～2,000万円 

代表者名 菊地 建（金ヶ崎建築設計舎 代表） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等 ・平成 22年 グットデザインエキスポ2010出展 
※グループ構成員の受賞歴・活動内容 

価格に含まれない 
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
菊地 建 
[メール] archi-kanegasaki@ceres.ocn.ne.jp 
[電話] 0197-44-3162 [ＦＡＸ] 0197-44-3416 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ    

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
伝統工法による家づくり 
●構造材の継手・仕口は金物に依拠せず、栓と木材相互の組合せ（例えば渡
り腮、追掛大栓継ぎ）で構造を組み立ててゆく。柱は４寸角以上を標準と
する。梁・桁などは可能な限り、長尺材（12㎜、約 40尺まで）を使う
ことで、剛性を高める。 
●木の構造材は構造として見えなくなるのではなく、見せる・見えることと
によって木造住宅の美しさが生きてくる。木構造が見えることで住み手は
気持ちの安らぎを得られるはずではないだろうか。 
 又、地元の気仙杉・松を使うことで、材料に対する安心感も得られよう。
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気仙建築研究所 
陸前高田市、住田町、大船渡市 
[グループの特徴とメッセージ] 
●心落ち着いて住み続ける住宅を目標として設計・施工を心がけています。 
又、住み続けるためには強固な構造でなければいけないと思います。 

●私達、気仙建築研究所は100年住み続けることが可能な住宅を目標としています。 
●住む人々の生活の変化にも対応出来るような住宅を常に基本としています。 
●又、住宅は経済効率だけで建てるのではなく、美しくならねばないはずです。 
美しい住宅だからこそ、住み手は住宅を大切にして心落ち着いた住宅で過ごせるはずだと確信しています。 

岩手県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。


